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[緒言] これまでに我々はパイ電子コアに屈曲した分子構造

を導入することにより，優れたトランジスタ特性を示す有機

半導体を構築する分子設計指針を見いだしている．特に，架

橋する元素の大きさに伴い，V 字型構造を有する分子群

（DNE–V，図 1）の集合体構造が大きく変化することを明ら

かとしている 1．そこで今回，V字型分子をパイ拡張した酸素

架橋 N字型分子（DNBNF, Cn–DNBDF，図 2）を新たに合成

し，基礎物性，分子集合体構造，ならびに塗布デバイスの検

討を行ったので報告する． 

 [実験と結果] DNBDF 誘導体はゼオライト触媒を用

いた脱水反応を鍵反応として合成した．種々合成した

酸素架橋 N 字型分子群（図 3）の単結晶 X 線構造解

析を行ったところ， DNBDF 誘導体はアルキル鎖の

有無，ならび置換位置に依らず，パイ電子コアが揃っ

たパッキング構造をしており，二次元伝導に有利なヘ

リングボーン型の集合体構造を形成することが明ら

かとなった．これは，硫黄で架橋誘導体とは異なる知

見である 2．本講演では，これら誘導体を用いたトラ

ンジスタ評価の結果も併せて発表する予定である． 
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図 2. 酸素架橋 N字型分子（DNBDF, 

 Cn–DNBDF）の分子構造. 

 
図 3. 酸素架橋屈曲 N字型分子群の結晶構造. 
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図 1. V 字型構造を有する分子群. 

第 61 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2014 春　青山学院大学）

Ⓒ 2014 年　応用物理学会

20a-E3-2

12-260


